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【緒言】量子井戸構造を有する有機無機ペロブスカイト型化合物は、量子閉じ込め効果により、

優れたシンチレーション特性を示すことが報告されており、特に(C6H5C2H4NH3)2PbBr4 (Phe)や

(C6H5CH2NH3)2PbBr4 (Ben)は、発光量 8000 photons/MeV以上、寿命数ナノ秒程度の高速な応答を示

すことが知られている[1]。当該化合物は上記特性から高速応答シンチレータへの応用が期待され

る一方、大きな単結晶の育成が現状では困難である。そこで、本研究では多孔質ガラス中に Pheも

しくは Benを有する複合材料(Phe-iG、Ben-iG)を作製し[2]、そのシンチレーション特性を調べた。 

【実験方法】有機無機ペロブスカイト型化合物(Phe or Ben) 1 gを ジメチルホルムアミド(DMF)10 

g に溶解させた後、参考文献[3]の手法で作製した多孔質ガラスを DMF 溶液に混合し、25oC で 1 

時間撹拌した。その後、110 oCで DMFを蒸発させ

ることで複合試料を得た。 

【実験結果】図 1 にシンチレーションスペクトル

を示す。Phe-iG 及び Ben-iG において、430 nmに

ピークが観測された。このピークは、過去の研究

から無機層の励起子発光に由来する[1, 2]。 

図 2 にシンチレーション時間プロファイルを示

す。励起子発光由来の蛍光成分(Phe-iG:6.1 ns、Ben-

iG:3.9 ns)が第二成分において観測された[2]。本講

演では、シンチレーション特性の詳細について述

べる。 
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Fig.1  X 線励起時のシンチレーションスペ

クトル。 

 

Fig.2  X 線励起時のシンチレーション時間

プロファイル。 
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